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瞬
境
文
明
21
は
2

月
27

日 、
2
0
2
5

年
度
経
常
者

「
舞
境
力」

大
賞
の
顕
彰
式・

発
表
会
（
後
援
11

環
境
省 、

環
境
新
聞
社）
を
東
京
都
内

で
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
に
よ
り

開
い
た 。
同
賞
は 、
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
向
け

て 、
環
境
経
営
を
実
践
す
る

企
業
の
経
営
者
を
顕
彰
し 、

そ
の
取
り
組
み
を
広
く
社
会

に
共
有
す
る
こ
と
で 、
他
の

企
業
の
職
境
経
営
を
促
進
す

る
こ
と
が
自
的 。
中
竪

・
中

小
企
業
を
中
心
に
独
自
の
環

境
経
営
を
実
殴
す
る
経
常
者

に
焦
点
を
当
て
て
い
る 。
18

回
自
と
な
る
今
回
は
5

人
が

大
賞
を 、

1
人
が
奨
励
賞
を

受
賞
し
た 。

顕
彰
式
で
は 、

環
境
文
明

環境文明21

--, 

21
の
朦
村
コ
ノ
ヱ
代
表
理
事

が
受
糞
者
の
授
賞
理
由
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
賞
状
が
授

与
さ
れ 、

そ
の
後 、

受
賞
者

に
よ
る
「
私
の
舞
境
力」
に

つ
い
て
の
発
表
が
行
わ
れ

た 。
受
賞
者
と
授
貰
理
由
な

ど
は
次
の
と
お
り 。

【
大
賞】

▽
関
誠
氏
（
ゼ
ン
ド
ラ
代

表
取
締
役 、

東
京
都
文
京

区）
出
版
業
11

ク
リ
ー

ニ
ン

グ
業
界
の
新
聞
発
待
や
コ
イ

ン
ラ
ン
ド
リ
ー

事
業
を
行
う

傍
ら 、

子
供
胴
の
無
償
譲
渡

会
を
ソ
ー

シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
展
開
し
て
い
る 。
地

域
社
会
の
多
様
な
団
体
と
迫

携
し
た
回
収
・

偏
珊
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し 、

障
害
者
就
労

支
援
施
設
と
も
協
力
し
て
福

祉
向
上
に
寄
与 。
評
価
点
と

し
て 、
業
界
の
知
見
を
生
か

し
た
責
諏
偏
環
と
脱
炭
素
の

推
進 、

子
育
て
世
帯
へ
の
支

援
を
適
じ
た
住
民
の
意
識
変

苧
や
行
動
変
容 、

そ
し
て
経

済
価
値
を
「
憚
祉
経
済
効

果」

と
定
義
し
経
済
と
礫
境

の一
体
化
を
自
掴
す
姿
勢
が

挙
げ
ら
れ
た 。
礫
境
を
全
て

の
土
台
と
す
る
深
い
意
識
の

も
と 、
地
域
ぐ
る
み
の
共
創

モ
デ
ル
を
確
立
し
た
点
が
評

価
さ
れ
た 。

▽
田
中
靖
訓
氏
（
レ
ッ

ク

ス
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表

取
締
夜
社
長
兼
C
E
0 、

大

阪
市）
寅
諏
菌
環
業
11

廃
棄

物
姐
理
業
か
ら
資
源
餌
舞
型

事
業
へ
の
転
換
を
断
行
し 、

再
資
源
化
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ

ン

や
脱
炭
素
ス
キ
ー

ム
の
設

計 、

災
害
坦
の
環
境
修
復
な

ど
を
庭
開
し
て
い
る 。
評
価

点
と
し
て
は 、
経
営
基
盤
に

脱
炭
素
と
資
諒
個
舞
を
胴
え

た
先
進
的
な
事
業
モ
デ
ル
ヘ

の
転
換 、
I
S
o
1
4
0
0

1
や
中
小
企
業
版
S
B
T
の

早
期
取
得
に
よ
る
環
境
経
営

の
実
践 、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ

レ
ポ
ー
ト

等
の
自
主
開

示
に
よ
る
高
い
透
明
性
が
挙

げ
ら
れ
た 。
ま
た 、
震
災
時

の
迅
速
な
災
害
廃
棄
物
姐
理

ゃ 、

大
阪
で
の
官
民
連
拠
組

織
(
O
N
C
a
F)
設
立
を

尋
じ
た
地
域・
業
界
全
体
の

脱
炭
素
化
推
進
な
ど 、

社
会

の
持
読
可
能
性
に
資
す
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
が
核
め
て

高
く
評
価
さ
れ
た 。

25
年
度
顕
彰
式
森
全
ム
会
を
開
催

「
▽
田
畑
章
氏
（
ゴ
イ
ク
電

池
代
表
取
締
役 、

大
阪
市）

製
造
業
11
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
の
劣
化
状
態
を
わ
ず
か

1
秒
で
診
断
す
る
技
術
を
実

用
化
し 、

中
古
電
気
自
動
車

電
池
な
ど
の
国
内
資
源
循
嗅

を
可
能
に
し
た 。
評
価
点
と

し
て 、

火
災
防
止
や
脱
炭
素

に
瞑
結
す
る
高
い
技
術
力
に

加
え 、
環
境
・

人
間
・

技
術

を
育
て
る
明
確
な
経
営
理
念

の
実
践 、
市
棚
変
化
に
柔
軟

に
対
応
す
る
た
め
の
「
事
業

を
大
き
く
し
す
ぎ
な
い
勇

気」

を
持
つ
旺
営
姿
勢
が
挙

げ
ら
れ
た 。
ま
た 、
新
大
阪

駅
前
の
再
開
発
や
他
団
体
で

前段が経営者

関氏、 田中氏、

壊
力」

る

「環境力」大賞の受賞者。 （右から）

田畑氏、南部氏、三谷氏、高野氏
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の
要
職
を
務
め
る
な
ど 、
網

広
く
社
会
活
動
に
従
事
し 、

技
術
と
志
の
両
回
で
持
続
可

能
な
社
会
の
樺
築
に
寄
与
し

て
い
る
点 、
さ
ら
に
は
顧
客

満
足
度
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を

提
供
し
つ
つ
グ
ロ
ー

バ
ル
な

特
許
戦
略
を
冥
開
し
て
い
る

点
が
寓
く
評
価
さ
れ
た 。

▽
南
部
修
太
郎
氏
(
E

サ
ー

モ
ジ
ェ

ン
テ
ッ

ク
取
締

役
会
長 、
京
都
市）
製
造
業

甘
低
揺
排
熱
(
3
o
o

oc
以

下）
を
効
率
よ
く
霞
気
に
変

え
る
独
自
技
術
を
開
発
し 、

電
池
交
換
不
要
な
I
O
T
用

電
源
な
ど
の
社
会
実
翠
を
進

め
て
い
る 。
評
価
点
と
し
て 、

気
候
変
動
に
影
響
を
与
え
る

膨
大
な
排
熱
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
回
収
す
る
回
期
的
な

技
術
開
発 、

利
益
を
二
次
的

価
値
と
し「
使
う
人
の
幸
せ」

を
第一
に
獨
げ
る
信
念
が
挙

げ
ら
れ
た 。
ベ
ン
チ
ャ
ー

企

業
が
集
ま
る
京
都
で
産
学
官

の
連
携
を
深
め 、
仲
間
と
共

に
夢
を
追
求
す
る
姿
勢
も
特

筆
さ
れ
る 。
自
ら
の
経
験
を

基
に 、
舞
境
力
と
は
「
経
済

的
に
成
り
立
ち 、

自
分
と
社

会
の
た
め
に
な
る
こ
と
考
え

行
動
す
る
力」
で
あ
る
と
定

義
し 、
次
世
代
へ
そ
の
意
志

を
継
承
し
よ
う
と
す
る
情
熱

が
高
く
評
価
さ
れ
た 。

▽――＿
谷
直
輝
氏
（
ニ
ッ

コ
ー

専
務
取
締
役 、
石
川
瞑

白
山
市）
製
造
業
11

老
舗
陶

磁
器
メ
ー

カ
ー

と
し
て 、

廃

棄
食
睾
を
肥
斜「
ボ
ナ
ー

ス」

に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
技
術
を

確
立
し 、
陶
琴
と
震
業
を
つ

な
ぐ
サ
ー

キ
ュ

ラ
ー

エ
コ
ノ

ミ
ー

を
実
現
し
た 。
評
価
点

と
し
て 、
地
域
農
業
の
支
援 、

過
去
の
課
題
に
も
真
摯
に
向

き
合
う
情
報
公
開
姿
勢 、
生

産
畢
や
阪
売
畢
よ
り
付
加
価

値
に
よ
り
収
益
力
の
向
上
を

最
優
先
し
匡
ら
率
先
行
動
す

る
点
が
挙
げ
ら
れ
た 。
先
代

か
ら
の
「
環
境
も
私
た
ち
の

お
客
さ
ま」
と
い
う
理
念
を

守
り 、

天
然
賣
諒
を
大
地
に

戻
し
水
を
浄
化
す
る
実
践
を

継
続
し
て
い
る 。
長
い
麿
史

に
甘
ん
じ
ず 、
全
社
真
が
参

加
で
き
る
提
案
却手
コ
ン
テ
ス

ト
等
で
組
織
の
意
欲
を
高

め 、

独
創
的
な
戦
略
で
国
内

外
の
動
向
を
先
取
り
し
て
い

る
点
も
高
く
評
価
さ
れ
た 。

【
奨
励
賞】

▽
高
野
正
人
氏
（
ま
こ
こ

ろ
清
掃
社
代
表
取
締
役
社

長 、
東
京
都
八
王
子
市）
産

業
廃
棄
物
児
理
業
11「

清
く・

正
し
く
・

美
し
く」
を
理
念

に 、

地
域
と
共
に
脱
炭
素

・

責
諏
傭
環
苧
社
会
を
自
掴
す

廃
棄
物
姐
理
業
者 。
徹
底
し

た
分
別
に
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル

率
90
％
を
達
成
し
た
点 、
地

域
住
民
と
の
共
生
や
従
業
貴

の
憚
利
厚
生
に
熱
心
な
点
が

評
価
さ
れ
た 。
一
方
で 、
環

境
情
報
の
公
開
が
不
十
分
で

あ
る
と
の
掴
嫡
も
あ
り 、
今

後
は
環
境
レ
ポ
ー
ト

の
発
行

や
従
業
異
研
修
の
強
化
を
適

じ
て 、
よ
り
高
い
社
会
的
信

頼
を
得
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る 。


